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自律的な学びを推進していくにあたり、場当たり的に課題をこなすだけの姿があり、目標設定や計画的に
学びを進める、「学びの自己管理能力」が必要ではないかという知見を得た。

そこで、ガントチャートでの学びのプランニングや、自身の学びを振り返り次に活かすことを目的とした
学習履歴の可視化の取り組みにチャレンジしてきた。

取り組みはじめであり、大雑把なところはあ
るが、単元のはじめにガントチャートを作成
し、自身の学びをプラニングをしている。

ガントチャートは途中で修正でき、友だちのチャートもリアルタイムで共有されている

学習履歴の可視化の取り組みとして、英語の授業内
で行われる１０分間のセルフラーニングタイムと家
庭学習の取り組みを生徒一人一人が記録した。

授業内の取り組み 家庭学習での取り組み
入力した学習の項目と時間は自動
でグラフ化される

まだ成果につながるほどの取り組みになっていないが、自身の学びをメタ認知し、計画的に学習を進めようとする姿
が少しずつ見られるようになってきた
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